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2 つの周期構造をわずかにずらして重ねると干渉効果によりモアレと呼ばれる超周期構造が生

じる。2 層のサブ波長周期構造のモアレによってできるメタ表面（モアレ型メタ表面）において

THz 波応答を検討してきた [1-3]。特に位相の空間変調を行う際、ずれを 2次元的なベクトル場（図

1 赤矢印）として扱うことでその異方性の空間分布による幾何学的位相を透過する光に付与でき

る。一例として、ｘ軸方向にのみ歪（ずれ）を加えた非等方

歪モアレ型メタ表面においては、円偏光の左右によって回折

方向が異なること（異常屈折効果）が予想されている[4]。x

軸方向に垂直な面内の方向を y 軸、面直方向を z 軸としたと

き、y軸方向の相対的な位置をずらして重ねることで、y方向

の対称性が崩れベクトル場が x 軸方向に沿って徐々に回転し

ながら分布することから円偏光の左右によって感じる空間的

な位相変化が異なることが異常屈折の要因となる。 

一方で、ｙ方向にずらさずに入射角を yz 面内で傾けた場合でもｙ方向の対称性が崩れることか

ら異常屈折を起こしうるが、従来、2 次元平面で定義していたずれベクトルではそれが表現でき

なかった。今回、ずれベクトルを 3 次元に拡張する（図 1 緑矢印）ことで斜入射時のベクトル場

の見え方の変化が光に与える影響を数値計算から検討した。取り扱う系は、非等方歪モアレ型メ

タ表面としｙ方向の相対的なずれは導入しない。その際垂直入射時のベクトル場の分布は図 2(a)

のように見え、これまでの 2 次元で定義していたベクトル場の分布と一見変わらず、円偏光に対

する異常屈折効果は得られなかった。次に yz 面内で入射方向を傾け、斜入射とする場合、ベクト

ル場の分布は図 2(b)のようになり、その方向が

ｘ軸方向に沿って連続的に回転して分布して見

えることから異常屈折が期待される。実際、こ

のような系に光を入射した計算で、屈折成分に

円偏光の左右による差異がみられた。 
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